
短期 
 

 福島ロボットテストフィールドや国際産学連携拠点、スマート・エコパーク等、本構想で提示し
た主要拠点の整備を開始。税制や規制緩和等の特区制度検討。 

 研究開発・実証、研修、人材育成などの基幹プロジェクトの開始（拠点整備後は現場を活動
の中心に実施）。 

 各拠点の配置と連携を踏まえた、浜通り全体のインフラ整備と広域的なまちづくり、広域での
行政連携を検討。 

中期 
 

 主要拠点が運用開始し、Jヴィレッジの
返還も完了することで、帰還する住民
に加え、新たな住民の定住が進む。 

 東京五輪において、世界に「新生・浜
通り」の姿を示す。 

長期 
 

 各拠点の研究成
果で産業創出、地
域の産業構造転
換。 

 １Fの廃炉（2045
年頃） 
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試験施設 

福島ロボットテスト
フィールド 

国際産学連携拠点 
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農林水産分野の 
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                 運用 

                                 運用 

（年度） 

分野毎の検討、福島で現地の声を集約、構想実施主体の在り方の検討 構想とりまとめ 

運用 建設 詳細設計 
許認可申請 候補地決定 

建設 

運用 建設 詳細設計 事業計画策定 

詳細設計・整備 事業計画策定 企業や大学の共用利用 
施設についての構想検討 

ロボット国際競技会や 
NHKロボコンの開催 

運用 建設 詳細設計 事業計画策定 

１基目運転開始 主機建設 環境アセス 広野・勿来IGCC 

普及・実用化 研究・実証プロジェクトの実施 原発被災地における新しい農業 

産学官と連携した新たな研究事業の実施 水産研究拠点の構築 水産試験研究機関及び調査船の機能強化、国、県の連携方策と実施体制の検討・構築 

                交通インフラ   JR常磐線（相馬-浜吉田）運行再開 常磐自動車道全線開通 JR常磐線（広野‐竜田）運行再開 

産業インフラ 

生活インフラ 

浜地域農業再生研究センター・環境創造センター開所 

産業用地や生産・物流施設、事務所等を計画的に整備 

浜通りにおける第三次医療体制の充実 双葉郡内に診療所設置、中高一貫校開校 

Ｊヴィレッジ
全面返還 

新たな木材需要の創出 

普及・実用化 研究・実証プロジェクトの実施 産総研福島再生可能エネルギー研究所の運用 新たなエネルギー関連産業の創出 

相馬LNG 電力供給開始 LNG出荷開始 LNG基地・パイプライン建設 

マテリアルファクトリー集積 
スマート・エコパーク完成                               事業形式の決定・会社設立、設備詳細設計、 

環境影響評価、立地協議 事業計画策定 

CLTの本格的な利用 
火力発電所における木材バイオマスの混燃、木材の放射性物質の低減・除去のための研究・木材利用基準及び木材の検査方法の制定 

ふくしま復興再生道路開通 
常磐線全線開通 

福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想工程表のイメージ ※事務局の責任で構想の具体化に向けたスケジュールの大まかな目安として 
  作成したものであり、今後、詳細な工程表を作成する過程で変更があり得る。 

建設 
リサイクルセンター
バイオマス発電所
事業開始 

LNG火力発電所
建設（検討中） 
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